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輸
出
の
九
割・財
政
収
入
の
八
割
が 

石
油
と
い
う
王
国

　

夏
季
に
は
四
四
℃
に
も
達
す
る
砂
漠
地
帯
。
国
土
の
大
半
を
占
め

る
砂
漠
の
地
下
に
は
膨
大
な
資
源
が
眠
る
─
─
中
東
の
ア
ラ
ビ
ア
半

島
に
位
置
し
、
東
は
ア
ラ
ビ
ア
湾
、
西
は
紅
海
に
面
す
る
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
王
国
。
そ
の
名
の
と
お
り
国
王
を
中
心
と
す
る
君
主
制
国
家

で
あ
り
、
日
本
の
五
・
七
倍
の
面
積
に
二
九
二
〇
万
人
が
暮
ら
す
。

　

世
界
最
大
の
原
油
・
天
然
ガ
ス
生
産
国
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。「
世
界
の
原
油
と
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
の
六
分
の
一

を
有
し
、
輸
出
総
額
の
約
九
割
、
財
政
収
入
の
約
八
割
を
石
油
に
依

存
し
て
い
ま
す
」
と
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
の
永
田
さ
ん
は
切
り
出
し

た
。
日
本
は
石
油
需
要
の
約
三
分
の
一
を
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の

輸
入
に
頼
る
一
方
、
自
動
車
や
電
化
製
品
を

輸
出
。
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
サ
ウ
ジ
第
二
の
貿

易
相
手
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
僅
か
五
％
の
日
本
に

対
し
、
約
三
〇
〇
％
と
い
う
資
源
大
国
サ
ウ

ジ
。
埋
蔵
資
源
は
原
油
と
天
然
ガ
ス
で
、
石

炭
の
産
出
は
な
い
。
一
二
年
の
原
油
埋
蔵

量
は
二
六
五
九
億
バ
レ
ル
で
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
に
次
ぎ
世
界
第
二
位
、
生
産
量
は
日
量

一
一
五
三
万
バ
レ
ル
で
世
界
最
大
。
天
然

ガ
ス
は
埋
蔵
量
八
・
二
兆
㎥
（
世
界
第
六
位
）、
一
二
年
の
生
産
量
は

一
〇
二
八
億
㎥
と
こ
こ
十
数
年
で
倍
増
。
近
年
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開

発
に
も
着
手
し
て
い
る
。

伸
び
続
け
る
電
力
需
要
、進
ま
な
い
省
エ
ネ

　

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
力
で
サ
ウ
ジ
の
経
済
発
展
は
目
覚
ま
し
い
。

「
特
に
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
の
原
油
価
格
の
上
昇
を
受
け
て
、
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
年
平
均
五
〜
八
％
と
い
う
高
い
経
済
成
長
を
続
け
て

い
ま
す
」
と
永
田
さ
ん
。

　

景
気
拡
大
、
生
活
水
準
の
向
上
、
工
業
化
の
進
展
、
人
口
増
加
を

背
景
に
、
電
力
消
費
量
も
年
七
％
の
ペ
ー
ス
で
増
加
。
商
業
用
や
住

宅
用
の
消
費
が
伸
び
て
い
る
が
、
淡
水
需
要
の
急
速
な
伸
び
も
電
力

消
費
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
水
資
源
に
乏
し
い
サ
ウ
ジ
で
は
飲
料
用

や
工
業
用
の
水
を
確
保
す
る
た
め
、
膨
大
な
電
力
を
要
す
る
海
水
淡

水
化
プ
ラ
ン
ト
を
多
数
稼
動
さ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

結
果
、
電
力
需
給
は
逼
迫
。
〇
九
年
に
は
八
％
だ
っ
た
発
電
設
備

の
予
備
率
が
、
一
二
年
に
は
三
％
に
ま
で
低
下
し
た
。
特
に
夏
場
の

原
子
力
導
入
に
動
く
、

産
油
国
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ア
コ
ン
需
要
が
伸
び
る
時
期
に
は
、
か
な
り
タ
イ
ト
な
状
況
に
な

る
。
一
四
年
の
総
発
電
設
備
容
量
は
五
八
八
一
万
kW
。
過
去
一
〇
年

で
二
倍
近
く
増
強
し
た
が
、
電
力
消
費
の
伸
び
が
そ
れ
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

さ
ら
に
産
油
国
な
ら
で
は
の
問
題
と
し
て
、
省
エ
ネ
対
策
の
遅
れ

が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
民
一
人
あ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
日
本
の

一
・
七
倍
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
く
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
も
の
と
い
う

感
覚
か
ら
人
々
の
省
エ
ネ
意
識
は
希
薄
で
、
エ
ア
コ
ン
の
つ
け
っ
ぱ

な
し
は
日
常
茶
飯
事
。
輸
送
用
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
価
格
も
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の
燃
費
改
善
も
進
ん
で
い
な
い
。

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
あ
た
り
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
も
、
サ
ウ
ジ
は
日
本

の
約
三
倍
と
、
非
常
に
効
率
が
悪
い
。
政
府
も
こ
れ
は
問
題
視
し
て

二
〇
一
三
年
四
月
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は

サ
ル
マ
ン
皇
太
子
と
の
間
で
、
原
子
力
協
力
協
議
を
進
め
る
こ
と
で
一
致
、

一
二
月
に
は
原
子
力
協
定
締
結
に
向
け
た
交
渉
開
始
で
合
意
し
た
。

豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
た
産
油
国
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
、

な
ぜ
原
子
力
導
入
を
め
ざ
す
の
か
。

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
の
永
田
安
彦
さ
ん
に
聞
い
た
。
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永田安彦 日本エネルギー経済研究所
中東研究センター副センター長;  研究主幹

ルブアルハリ砂漠のシャイバ油田 Ⓒ2014 Saudi Arabian Oil Co.

2013年春サウジアラビア訪問時の
安倍首相とサルマン皇太子 Ⓒ内閣広報室

経済発展を続けるサウジの首都リヤド ⒸMohammed Bin Khaled
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お
り
、
教
育
に
よ
る
省
エ
ネ
意
識
の
向
上
、
家
電
機
器
等
へ
の
ラ
ベ

リ
ン
グ
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
」

近
い
将
来
、石
油
輸
入
国
に
？

　

輸
送
用
や
発
電
用
で
サ
ウ
ジ
国
内
の
石
油
消
費
は
原
油
生
産
量

の
三
割
に
迫
る
ほ
ど
急
増
し
た
。
な
か
で
も
発
電
は
石
油
六
割
・

天
然
ガ
ス
四
割
と
い
う
電
源
構
成
で
賄
っ
て
い
る
が
、「
発
電
用
の

生
焚
き
原
油
の
増
加
は
同
国
政
府
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題
で
す
」

と
永
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
原
油
生
焚
き
は
、
一
三
年
に
は
日
量

四
八
・
三
万
バ
レ
ル
だ
が
、
二
〇
年
ま
で
に
日
量
一
〇
〇
万
バ
レ
ル

に
達
す
る
と
い
う
予
想
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

し
か
し
サ
ウ
ジ
に
は
天
然
ガ
ス
も
あ
る
。
割
高
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
購
入

せ
ざ
る
を
得
な
い
日
本
と
異
な
り
、
自
国
産
の
ガ
ス
を
発
電
に
回
せ

ば
Ｃ
Ｏ
２

排
出
も
比
較
的
抑
え
ら
れ
る
し
、
良
い
の
で
は
な
い
か
？

　
「
実
は
サ
ウ
ジ
の
ガ
ス
は
原
油
生
産
に
伴
っ
て
得
ら
れ
る
随
伴
ガ

ス
が
主
力
で
す
」
と
永
田
さ
ん
。
随
伴
ガ
ス
の
生
産
は
原
油
生
産
量

に
依
存
し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
生
産
枠

の
縛
り
も
あ
っ
て
、
大
幅
増
は
難

し
い
。
ガ
ス
以
外
で
は
代
替
し
に

く
い
石
油
化
学
向
け
の
供
給
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情

も
あ
る
。
政
府
は
非
随
伴
ガ
ス
の

開
発
に
注
力
し
て
い
る
が
、
生
産

に
至
る
に
は
時
間
を
要
し
、
や
む

を
得
ず
石
油
火
力
に
依
存
し
て
い

る
の
が
現
状
だ
と
い
う
。

　
「
貴
重
な
原
油
を
国
内
で
生
焚
き

増
え
て
い
る
の
が
実
状
で
、
発
電
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
に
取

り
組
む
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
石
油
・

ガ
ス
中
心
か
ら
、
原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
へ
と
、
視
野
を
拡
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
多
様
化
と 

原
子
力
導
入
に
動
く

　

こ
の
ま
ま
で
は
自
国
消
費
で
資
源
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
―
―
そ
ん

な
懸
念
を
背
景
に
、
原
油
・
天
然
ガ
ス
を
輸
出
し
な
が
ら
発
電
量
を

増
や
す
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
サ
ウ
ジ
で
原
子
力
導
入
検
討
が
始

ま
っ
た
の
は
〇
六
年
夏
。
国
内
の
電
力
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ず
、
ピ
ー
ク
時
に
出
力
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
同
年
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（Gulf Cooperation Council;

湾
岸

協
力
会
議
）
の
首
脳
会
議
に
お
い
て
「
加
盟
各
国
は
原
子
力
の
平
和

利
用
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
決
議
を
採
択
、
湾
岸
諸
国
で
原
子

力
導
入
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
た
。

　

サ
ウ
ジ
で
は
〇
七
年
の
ロ
シ
ア
と

の
原
子
力
開
発
協
力
協
定
締
結
に
始

ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

韓
国
、
中
国
と
二
国
間
協
定
に
調
印
。

日
本
と
は
、
一
三
年
春
の
安
倍
首
相

の
サ
ウ
ジ
訪
問
を
機
に
、
一
二
月
に

は
日
本
か
ら
の
原
子
力
発
電
輸
出
の

前
提
と
な
る
原
子
力
協
定
締
結
に
向

け
た
交
渉
開
始
が
合
意
さ
れ
た
。

　

サ
ウ
ジ
の
原
子
力
導
入
に
お
い
て

中
心
的
役
割
を
果
た
す
の
は
、
一
〇

世界はいま――The Kingdom of  Saudi Arabia

に
し
て
し
ま
う
な
ん
て
、
サ
ウ
ジ
の
生
命
線
で
あ
る
石
油
輸
出
が
阻

害
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
石
油
消
費
が
伸
び
続
け
れ
ば
、
い

ず
れ
石
油
輸
入
国
に
転
じ
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
ほ
ど
で
す
」。
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
予
測
で
は
、
高
需

要
ケ
ー
ス
の
場
合
、
輸
出
能
力
は
二
〇
三
〇
年
に
は
日
量
一
〇
〇
万

バ
レ
ル
に
ま
で
低
下
し
、
三
一
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
し
て
い
る
。

英
国
の
王
立
国
際
問
題
研
究
所
に
よ
る
予
測
は
、「
二
〇
三
八
年
に

は
石
油
の
輸
入
を
開
始
す
る
」、
つ
ま
り
石
油
輸
入
国
に
転
じ
る
と

い
う
も
の
だ
。

　

伸
び
続
け
る
電
力
消
費
を
賄
う
た
め
、
サ
ウ
ジ
は
発
電
設
備
の
増

強
を
計
画
。
一
七
年
ま
で
に
約
三
一
〇
〇
万
kW
増
強
し
、
既
存
設
備

と
合
わ
せ
発
電
能
力
を
約
九
〇
〇
〇
万
kW
に
拡
大
す
る
計
画
だ
が
、

永
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
こ
れ
は
ガ
ス
を
中
心
に
発
電
能
力
拡
大
を
図

る
計
画
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
ガ
ス
火
力
が
五
〇
％
、
重

油
が
三
三
％
。
し
か
し
天
然
ガ
ス
の
開
発
は
進
ま
ず
、
石
油
消
費
が

上／国営石油会社サウジアラムコは
非随伴ガス田開発にも注力 Ⓒ2014 Saudi Arabian Oil Co.

下／石油化学プラント ⒸIntegrated for Training

首都リヤドにあるサウジ電力のコンバインドサイクル発電所PP9 ⒸPower of Partnerships 2010

一人あたり最終エネルギー消費の推移

出所： IEA “Energy Balance of Non-OECD countries” 2013、
IMF “World Economic Outlook” 2014

原油生産量と輸出可能量の推移

出所： BP, Statistical Review of World Energy 2013
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年
春
設
立
の
ア
ブ
ド
ラ
国
王
原
子
力
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市

（KA
CA

RE; King A
bdullah City for A

tom
ic and Renew

able 

Energy

）
だ
。
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
原
子
力
の
導
入
で
高
付
加
価

値
を
生
む
雇
用
の
創
出
、
原
子
力
技
術
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
確
立
、

将
来
に
向
け
た
強
力
な
産
業
発
展
の
実
現
な
ど
を
め
ざ
し
て
お
り
、

「
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が
一
二
年
に
発
表
し
た
二
〇
三
二
年
の
電
源
設
備

の
構
成
は
、
炭
化
水
素
（
石
油
＋
天
然
ガ
ス
）
四
六
％
、
原
子
力

一
三
％
、
ソ
ー
ラ
ー
（
太
陽
光
＋
太
陽
熱
）
三
一
％
、
風
力
七
％
な

ど
。
石
油
と
天
然
ガ
ス
で
一
〇
〇
％
と
い
う
現
状
か
ら
大
き
く
転
換

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
原
子
力
は
主
力
電
源
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
永
田
さ
ん
は
言
う
。

　

こ
の
た
め
今
後
一
六
年
間
に
一
六
基
、
一
七
六
〇
万
kW
の
原
子
力

開
発
を
予
定
。
第
一
弾
は
一
六
年
の
建
設
開
始
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

一
九
年
に
運
転
開
始
予
定
。
な
お
、
建
設
コ
ス
ト
は
一
基
あ
た
り

七
〇
億
ド
ル
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

一 

六
年
間
で 

一 

六
基
の
新
設
に
向
け
て

　
「
私
が
初
め
て
サ
ウ
ジ
を
訪
れ
た
の
は
二
〇
年
前
。
こ
の
間
、
中

東
諸
国
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
都
市
の
風
景
も
年
々
様
変
わ
り
し

て
い
ま
す
。
電
力
需
要
が
急
増
し
産
油
国
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り

な
い
の
は
、
湾
岸
産
油
国
共
通
の
悩
み
。
イ
ラ
ン
で
は
既
に
湾
岸
諸

国
唯
一
の
原
子
力
発
電
所
が
稼
動
し
て
お
り
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
二
基
建
設

中
で
一
七
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
四
基
運
転
開
始
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
」
と
永
田
さ
ん
は
語
る
。
サ
ウ
ジ
も
こ
れ
ら
諸
国
に
続
き
原
子

力
導
入
を
具
体
化
し
て
い
け
る
の
か
。
実
現
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。

　
「
一
つ
は
、
推
進
体
制
で
す
」
と
永
田
さ
ん
。
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が

計
画
す
る
原
子
力
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
首
相
（
国
王
が
兼
任
）
や
主
要
閣
僚
で
構
成
さ
れ
る
最

高
評
議
会
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
安
全
基
準
確
保
等
の

た
め
、
完
全
に
独
立
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
原
子
力
規
制
庁
を
設
置

す
る
予
定
だ
が
、
ま
だ
体
制
は
整
っ
て
い
な
い
。

　

国
際
的
な
手
続
き
も
残
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
の
新
規
導
入
国
が

先
発
国
か
ら
設
備
供
給
を
受
け
る
た
め
に
必
須
と
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
包
括
的
保
障
措
置
協
定
の
追
加
議
定
書

の
締
結
。
原
子
力
機
器
・
設
備
の
輸
入
に
際
し
て
、
供
給
国
と
の
二

国
間
協
力
協
定
が
な
い
場
合
の
代
替
条
件
と
さ
れ
る
原
子
力
供
給
国

グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
。
原
子
力
機
器
・
設
備
の
輸
出
国
以
外
も
含
め

現
在
四
八
カ
国
が
参
加
）
へ
の
参
加
。
こ
れ
ら
を
進
め
な
い
と
、
原

子
力
導
入
へ
の
現
実
的
道
筋
は
見

え
づ
ら
い
。

　
「
地
震
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

や
、
君
主
制
と
い
う
政
治
体
制
も

あ
り
、
政
府
が
推
進
す
る
原
子
力

導
入
の
方
針
に
反
対
す
る
声
は
聞

か
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
後
一
六

年
間
に
一
六
基
の
原
子
炉
建
設
と

い
う
数
値
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
法
整
備
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策

定
な
ど
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
原
子
力
発
電
設

備
の
入
札
な
ど
本
格
的
に
動
く
の

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
入
札
で
は
韓

国
な
ど
と
の
価
格
競
争
も
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
日
本
勢
の
動
き
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
」。
そ
う
、
永

田
さ
ん
は
話
を
結
ん
だ
。

　

昨
年
一
一
月
サ
ウ
ジ
の
首
都
リ
ヤ
ド
は
、
異
常
気
象
と
見
ら
れ
る

豪
雨
に
よ
り
洪
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
年
間
降
水
量
五
九
㎜
と
、

日
本
の
三
〇
分
の
一
程
度
し
か
雨
の
降
ら
な
い
国
で
の
豪
雨
災
害
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
第
五
次
評
価
報

告
第
三
作
業
部
会
報
告
書
で
「
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
の
貢
献

を
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
た
原
子
力
。
化
石
燃
料

資
源
に
恵
ま
れ
、
一
人
あ
た
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
日
本
の
一
・
八
倍
と

い
う
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
原
子
力
導
入
の
試
み
を
、
今
後
も
注
目

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

砂漠を渡る送電線 Ⓒzbigphotography

2011年の電源別
発電電力量構成

2032年の電源別
設備構成

KACARE(アブドラ国王原子力・再生可能エネルギー都市）による
「サウジアラビアの持続可能なエネルギー・シンポジウム」 ⒸKing Abdullah City for Atomic and Renewable Energy

出所： IEA “Energy Balance of Non-OECD 
countries”より作成

出所： KACAREホームページより作成

世界はいま――The Kingdom of  Saudi Arabia

発電量
2500億kWh

設備容量
1億3160万kW

天然
ガス
43％

原子力
13％

風力
7％

廃棄物 2％
地熱 1％

太陽光
（PV）
12％

石油
57％

炭化水素
（石油/

天然ガス）
46％

太陽熱
（CSP）
19％


